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1 は じめに

本論文では、計算機を使って写真 (2次元体)か ら

3次元体を再建することを考えていく。

まずは、簡単な所から立方体という既知の3次元体

をいろいろな方向、角度から写真に撮り、その画像を

出力することを考える。

2 定点か ら撮 った写真の画像 の出力

実際に、立方体の図形を考えていく。今回使う立方

体は1辺 2、 中心 (0,0,10)、 写真の大きさは100× 1∞、

倍率は 150倍、焦点距離 1、 として考えていく。

まずは原点 o,o,o)か らみた立方体の図形の写真画

像の出力 と点 (2,5,0)か ら見た立方体の図形の写真画

像の出力をする。

2.1 原点から見た立方体の図形の写真画像の出カプ

ログラム

pointlist=[
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]i

P_moVe = [-1,-1,9];

Xt 〓 1001

Yt 〓 iOOi

K 〓 150,

q=zeros(1,2);

Q(1,1)=Xt/2;

Q(1,2)=Yt/2;

neW_POinti=zeros(8,2),

comera_move 〓 [0,0,0],

for  i=1:8

P 〓 POintlist(1,:);

P 〓 2*P + P_moVei

P = P ~ ComeraLnovei

P 〓 P(1,1:2)/P(1,3);
p = q tt K*p+Kホ conera_move(1,1:2)/10;

new_Pointi(i,:)= Pi

end

xl 〓 new_Pointl(:,1),

yl = new_pointl(:,2);

p■ot(xl,yl,D*_,)

axis([O iOO 0 100])

2.2 点 (2,5,0)ん ら`見た立方体の図形の写真画像の

出力のプログラム
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p_move = [-1,-1,9];

Xt = iOOi

Yt = iOO;

K = 150,

Q=ZeroS(1,2);

Q(1,1)〓Xt/2;

Q(1,2)〓Yt/2,

neW_Point2畠zerOS(8,2);

coneraLmove 〓 [2,5,O];

for i=1:8

P = pointlist(1,:),

P 〓 2*P + P_moVei

p 〓 P ― comera_movei

P = P(1,1:2)/P(1,3);

P 〓 Q + K*PttK*comera movo(1,1:2)/10;

neW_POint2(1,:)= p;

end



x2 = new_Point2(:,1);

y2 〓 new_Point2(:,2),

%subPlot(1,2,2),

P■ot(x2,y2,'*― ')

axis([0 100 0 100])

3 結果

下図のような図形を得ることができた。
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図 1 原点から撮った写真画像
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図 2(2,5,0)か ら撮つた写真画像

4 結論 と今後の課題

今回の研究で与えられた点 (z軸上)か らの写真画

像の出力は可能であることがわかった。

また、今後の課題としては、任意に与えられた図形

を写真で撮るためにはどのようにすればよいか。とい

うことや、カメラの位置が回転移動した時にどのよう

な写真画像が得られるか。ということを研究していき

たい。

最終的には写真画像から3次元体の再建をできるよ

うにしていきたい。
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